
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       

 

令和 8（2026）年 10 月 14 日発行 

文責 松本 

みんなで秋の遠足に行きました 
 ３連休明けの 10月 13日（火）九重ふるさと自然学校へ遠 

足に行きました。雨の場合は校内遠足をする予定でしたので、 

天気のことだけ心配していましたが、とってもいい天気に恵ま 

れました。おかげで、楽しい思い出がたくさんできました。 

 自然学校のみなさんが準備してくださった生き物探しと生き 

物クイズは子どもたちの知的好奇心をすごくくすぐってくれま 

した。特に、タデ原湿原キッズガイドで一般の方にカヤネズミ 

を紹介した６年生が、今回初めて実際のカヤネズミの巣を見る 

ことができて感動していた姿や、少し前に自然学校で昆虫のこ 

とを教えてもらった３年生が、知っていることを得意気に他の 

学年の子に話していた姿などが、とても心に残りました。 

 また、遠足の行き帰りや生き物探しなどの活動、昼食はすべ 

て縦割り班で一緒にしました。１年生と手をつないだり、班の 

みんなに優しく声をかけたり、並ばせるなどのお世話をしたり 

見ていて心地のいいリーダー役を６年生が大変立派に務めてい 

ました。遠足が楽しく実施できたのは、そのおかげでもあった 

と思います。６年生にとっては、行事の１つ１つが小学校最後 

の経験となっていきます。残り半年を切りましたが、これから 

も大切に過ごしていってほしいと思います。いよいよ、18日 

（日）・19（月）は、６年生が最も楽しみな修学旅行です。 

日（月） 

４・５年生が６月１１日にふるさと自然学

校で植えたもち米とミルキークイーンがとて 

も立派に育っていました。遠足の次の日に、 

稲刈りをさせていただ 

きました。５年社会で 

学ぶ農業ともつながる 

貴重な体験です。自然 

学校の方の説明を聞く 

と、子どもたちは刈った稲を束ねてかけ干し 

をするまで、自分たちだけでどんどん作業を 

進めることができました。 

田んぼと水の管理から貴 

重な体験まで、本当にあ 

りがとうございました。 

校区を飛び出して、５年生が町内すべての 

小学５年生と一緒に社会見学に行きました。 

目的地はダイハツ中津工場と日本製鉄大分工 

場でした。今年はと 

りわけ先日行われた 

協調学習全国大会に 

向けて何度も南山田 

小・淮園小・野矢小 

の５年生と交流してきたため、とてもスムー 

ズに他校のみんなとつな 

がりを深めることができ 

たようです。今年みんな 

で築いた絆を大切にして 

いってほしいと思います。 
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